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ロ

絶

ス

ミ

ス

の

生

涯

・

・

:

・

・

・

・

…

.
経
済
學

博
士

道

徳

的

偵
値

判
断

卯
醐
ス
ミ

ス

の
思

想

・
・
海

里

士

官

国
論

の
研
究
方
法

に
就

き

て

:

…

注
學
博
士

ス

ミ

ス

ご

コ
ソ
ヂ
ア
ツ
ク
と

の

債

値

論

一
:

注
學
博
士

ス

ミ

ス

の
所

謂

「
眞

實

の
偵

格

」
に
つ
い
て

・
没
學
博
士

ス
ミ

ス

の
偵

格

論

と
分

配
論

・
…

:

経
済
畢
士

ス
ミ

ス
の
自

然

主

義
観

・自

由
政
策
の
見

地

・
注
學
博
士

ス
ミ
ス
の
肯
像
・筆
蹟
・
国
富
論
初
版
扉
・
記
念
會
寓
眞

ス

ミ

ス

の
自

由

放

任

論

の
特

徴

・
・

ス

ミ

ス

の
自

由

貿

易

観

・
・

・
…

ス

ミ

ス

の
封

植

民

地

策

・

:

・

:

ス

ミ

ス

の

租

税

原

則

・
・
・
・
…

ス

ミ

ス

の

公

債

論

・

:

:

・
:

ス
ミ

ス
と

浪
漫

派

経

済
學

・
・
…

ス
ミ
ス
鰐
縫
隈
壕

羅
蘭
交
経
済
書

・

書

目

記

事

ス
ミ
ス
記
念
會
記
事

・

.
経
済
藥

士

●

唱
法

學

士

・
渋
墨
博
士

.
注
學
博
士

■
注
學
樽
士

■
●
注

學

士

・
商

學

士

ス
ミ

ス
關

係

書

目

繭
童

画
寛

よ
)

・

・
経
済
學

博
士

本
庄
榮
治

郎
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山

本
美

越
乃

瀞

戸

正

雄

小

川
郷
太
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山

口
正
太
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長

藏

本
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榮
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ス
ミ
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ε
渓
曼
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縄
濟
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三
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三

一
二

ス

ミ

ス

ε
浪

曼

振

経

濟

學

山

口

正

太

郎

一

ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス

の
経
済
學
方
法
論
に
劃
し
て
先

づ
反
封

の
蜂
を
擧
げ
た
の
は
濁
逸

の
歴
史
涙
に
騙
す
る
人
々

で
あ

っ
だ
。
該
甑
初
期

の
代
表
的
學
者
ブ
ル
ノ
ー
・
ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ド
は
云

ふ
。

「
ア
ダ

ム
。
ス
ミ
ス
及
び
彼

の
學
涙
は
・・:
・
.国
民
纏
濟
學
を
、
総
て
の
時
代
、
絶
て
の
国
民

に
絶
対
に
鍵
當
す
る

法
則
を
以
て
築
き
上
げ
ね
ば
な
ら
漁
ご
し
た
、恰

も
ル
ー
ソ
ー
及
び
カ
ン
ト
が
人
間

の
天
稟

の
差
、
国
民

の
素
質
及

び
獲
達
階
段

の
差
等
を
顧
慮
せ
す

に
絶
対
的
国
家
を
目
標

ξ
し
た
如
く
、
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
及
び
彼

の
學
涙
は
…
:
・

各
国
民

の
特
殊
の
事
情
や
獲
蓮
條

件
を
無
脱
し
て
普
遍
安
富
的
な
法
則
を
得
よ
う
ε
し
、
獲
て
世
界
的
叉
は
人
類

的
な
経
済
學
を
建
設
し
よ
う
ε
し
た
。
…
…
彼

等
は
人
間

ε
物
財

ε
の
關
係
を
基
礎

ご
す
み
纏
濟
學
の
法
則
を
以

て
時
間

ε
室
問

ε
を
超
越

せ
し
め
、
現
象

の
総
て
の
憂
化
を
無
税
し
、
肚
會
的
蟹
在

ご
し
て
の
人
聞
は
文
明
の
厨

産
に
し
て
歴
史
の
生
む
麗
な
る
を
忘
れ
、
人
類

の
欲
望
、
激
化
、
物
財
及
び
他

の
人

々
へ
の
關
係
が
地
理
的
に
相

違
し
つ
歴
史
的
に
愛
化
し
、
從
て
は
叉
、
人
類

の

一
.般
的
文
化
ε
共
に
進
歩
す

る
も
の
な

る
事
を
も
忘
却
し
て
ゐ



る
]
・斯

-
。
、、、
・
を
批
評
し
來

っ
て
、
彼
は
最
讐

、

『
ζ

n
重

涙
は
縄
輩

を
以
て
・
各
個
人
が
純
粋
馨

利

己
心
に
よ
り
讃
動
ず
る
人
類
相
互
の
交
易
關
係
の
自
然
學
説
ε
解
し
た
。
.そ
し
て
利
己
心
は
槻
の
自
然
力

ε
同
じ

一

、
同
じ
高

・
作
用
し
、
同
・
壽

の
下
に
あ
っ
て
椿

高

じ
賛

蒸

す
お

ご
仮
定
し
て
み
る
・
轟

の
漿

ら
人
・
播

逸
・
於
て
も
英
国
・
撃

も
、
彼
の
鑑

の
読

を
欝

あ

黒

法
則
轟

ぴ
・
他
の

自

然
法
則
⑳
如
虚

濟
法
則
に
永
久
的
持
緬
性
を
與
え
て
み
る
団
・
.

ε
云

っ
て
、

ス
、、、
ス
及

び
彼

の
學
涙

は
」自

然

法
的
見

解

に
捉

え
ら
れ

た
も

の
ご
断

じ
た
。

フ
リ

ー
ド
リ

ッ

ヒ
・

ソ

ス
ト
亦
、
ア
ダ

ム
・
ス
.、、、
ス
が
世
界
主
義

ε
個
人
主
義

蓬
を
主

張
し

て
此
中
問

に
存

す

る
國
民

性
を
没
却

し
、
躍

食
的
傳
続
を
異

に
す

る
蔵

民
を
通
じ
て
普
遍
的
な
轟

濟
原
理
を
適
用
せ
ん
与

る
事
を
難
じ
て
み
る
%
歴
史

振
経
済
學
を
奉
ず
る
他
の
人
々
の
ス
ミ
ス
詐
は
結
局
以
土
の
黙

ε
五
十
歩
百
歩
で
め
つ
て
、
英
国
正
統
學
振

の
自

然
法
.的
見
解
に
反
旗
を
齢
す
の
が
彼
等
の
最
初
の
企

で
あ

っ
た
。
.

歴
史
振
縄
濟

學
者

の

ス
、、、
ス
批

評

ご
正
反

劃

に

ス

ミ
ス
を
以

て
飴

動

に
事
實

に
卸

し
て
洪
則

の
酸
見

を
蔑
視
し

π

ご
云

ふ
批
難

の
聲

が

「
孤
立
國
」

の
著
者

フ
オ
ソ

・
デ

ユ
ー
ネ

ソ
に

よ

つ
で
擧
げ

ら
れ
た
。
.

『
此

の
説

明
-ー
ー

ス
.・、
ス
の
市
場

償
格

の
説
明
1

は
實
際

生
活

に
基
く

も

の
で
あ

る
が

.
賓
際

生
、漁

に
基

く

'

論

叢

久
、、
ス
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漠
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縄
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論

濃

ス
ミ
ス
羨

農

響

學

筆

翁

〔篁

號

三
酉

三

四

'る

妄

ふ
こ
陰

鬱

に
封
.し
て
饗

寄
興
し
得

る
で
あ
・
う
か
つ
理
性
は
實
際
生
活
の
中
置

存
し
な
い
』
。
『
ア

ダ

ム
.
ス
、、三

の
利
響

關
す
る
研
究
ば
各
園
、
各
時
代
に
於
け
る
利
潤

の
大
さ
に
就
て
尊
重
す

べ
き
報
告
は
あ

る
が
・
利
潤
及
び
利
子
の
高
が
如
何

に
し
て
定
め
ら
る

・
か
雲

窪

則
は
述

べ
て
居
ら
な
い
』
凹
『
孤
立
屡

の
.

虚

々
に
述

べ
ら
染

・
ダ

・
・
ス
三

の
批
評
は

ス
三

が
事
書

即
し
て
法
則
を
軽

ん
じ
蕪

に
あ

っ
た
。
之

は
チ
ユ
…

不
あ

如
丸

孤
立
國
を
假
足

し
て
経
済
現
高

の
誌

を
闡
明
し
よ
う
与

る
軽

的
、
鑑

的
方

馨

重
鑑

す
る
立
脚
地

に
於
て
は
或
は

・
三

を
以
て
し
て
も
猶
實
謹
的
窪

・
捉
え
ら
れ
た
も
の
寛

ら

る

、
の

で
あ
ろ
ふ
。
そ
れ

に
し
て
も
雁

皮
派
経
済
単
音

の

メ
ミ
ス
評

ε
比
較

し
て
、
斯

一
も
立
場

の
相
違

よ
り
異
れ

る
批

評
を
生
じ
だ

の
に
は
驚

か
ざ

る
を
得

な

い
。

歴
最

欝

學
者
の
多
く
は
・
…

の
方
藷

を
批
評
す
・
に
當
っ
て
、
ス
ー玉

響

で
は
?

彼
の
鶴

者
を
も
含
め
て
奨

國
正
統
鍍

金
讐

方
藷

を
目
督

し
て
之
を
打
破
す
・
に
全
力
藁

げ
て
る
、
、
此
正

統
畢
派
の
絶
藷

的
見
習

芒

て
歴
史
振
が
相
蜀
論
的
見
方
を
主
張
し
薩

・

所
謂
歴
史
派
の
両
県

存
す

る
の
で
あ
る
が
姦

に
聞
事

な
・
は
、
・
ダ
.皇

・
あ

方
蓄

表

の
羅

者
、
.殊
に
-
カ
ー
ド
あ

窪

聾

窺

竺

に
指

も
の
見

て
変

な
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
妄

ふ
黙
で
あ
・
。
此
誉

中
心

ご
し
て
ス
.、、

ス
の
方
藷

の
雑

に
第
三
の
見
方
を
生
じ
π
、
そ
れ
は

・
ダ
・
ぞ

、
・
は
リ
カ
}

卍

比

べ
。
巌

程
、

4)「n1加en,De【i…oherteStaat・Heraus・

5)TbUneD,a.そLO.S・45互 ・

vonWaentig.197【.S、 斗55・



」

事
實

に
即

し

て
居

◎
、
抽

象
的

學
理

に
謝
し

て
は

直

ち

に
現
實

の
畢
實

に
其

例
調
を
求

め
て
居

る
、
彼

に
め

っ
て

は
蹄
納

法

ε
演
繹

法

ε
の
綜

合

が
行
は

れ
、
抽

象
的
學

理

`
歴

史
的
事
實

の
叙
述

ご
が
共

に
、
同
じ
程

度

に
探
b

容

れ
ら

れ
て

み
る
ε
云
ふ

に
あ

る
。

ス
ミ
ス
は
利
己

心
を
以

て
経
済
生

活

の
動
機

ご
し
た

が
、
之
は
頭
脳

の
中

の

単

な
る
抽

象
的
産

物

℃
は

な
く

て
、
實

際
生

活

の
事

實

が
彼

の

一6

に
斯

く
映

じ
た

の
で
あ

る
、
彼

の
演

繹
的
推
理

が
必
ず
経

験
的
實

謹
和
作

ふ
の
は

り
カ

ー
ド

ー
こ
異

る
慮
で

あ

っ
て
藪

に

ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
の
綜
合

的
頭
脳

の
偉

大

さ
が
存

す

る

ξ
見

る
。

デ

ヰ

ツ

エ
ア
は

ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
ε

リ
ヵ
ー
ド
ー

ざ
の
方
法

論
上
の
.差
.を
以

て
、
前
者

は
利
己
.恥
及
び
そ

れ
に

怨

じ
π
紹

濟
組
織
を

以
て
事
實

上

の
前
握

ε
し
た

に
止
ま

る
が
、

リ

〃
ー
ド

ー
は
之
等

は
以

て
公
理

ε
し
て
絶
封

的
要
請

ご
し

た
黙

に
あ
る

蓬
云

ひ
、

ス
ミ
ス
が

リ
ヵ

r
ド
ー
よ

り
も
現
實

の
事
實

に
即
す

る
こ
ε
多

き
黙

を
學
揚

ハ

し
て
み

る
。

此
第

三

の
立
場

で
は
、

ス
ミ
ス
が
締

綱

注

ε
演

繹

法

こ
の
綜
合
を
な

し
た
黙

に

ス
ミ
ス
の
偉

大

さ
が

め
る

ε
な
す
人

ざ
.、
斯
く

二

つ
の
方
法
を
探

り
容

れ

て
右

に
左

に
動
矯

し
て
み
る

の
は
却

て
彼

の
方

法
論

に
何
雑

　
の

の
組
織
無
き
こ
ε
を
表
明
し
て
み
る
の
で
は
な

い
か
ε
批
難
す

る
入
ε
あ
る
。
然
し
此

の
第
三

の
立
場
は
、
前
述

第

一
第

二
の
立
場
の
如
く
、
既

に
方
法
論
上

]
箇
の
主
張
を
有
し
て
、
其
立
場
か
ら
ス
ミ
ス
の
方
法
論
を
吟
味
し

.

π
所
謂
色
眼
鏡
を
通
じ
た
も
の
で
な
く
て
虚
心
に
ス
ミ
ス
を
観
察

し
た
長
所
を
有
し
て
み
る
。

ア
ダ
ム
三

ミ
ス
が
抽
象
的
、
普
遍
的
に
偏

せ
な
か
っ
た
例
難
は
随
所

に
之
を
擧
げ
る
事
が
出
來
る
、
彼
は
普
遍

詮

鍛

ス
ミ
ス
ご
摂
曼
滋
纒
濟
學

第
十
八
巻

(第
.一
続

三

}
五
)

三

一
五

6)

7)

18)
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論
.
叢

入
ミ
ス
ピ
浪
曼
泥
縄
濟
畢

欝
十
八
巻

(第
.「
號

三
=
C

三
一「六

原
浬
を
提
唱

し
た
後
に
は
之
を
賞

讃
す

る
た

め
歴
史

的

皐
賢

を
採
用

し
、
時

に
は
比
較

歴
史

的
方
法
を
探

つ
陀
慮

の

も
あ

る
。
例

へ
ば
國
冨
論
策
四
篇
第
七
章
「
植
民
地
論
」
の
如
き
は
全
章
殆
ん
ご
史
的
叙
述
ピ
云
ひ
て

可

な

る

べ

く
、
殊

に
此
草
に
於
て
ぽ
、
/
旦
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
リ
ス
ト
が
ス
ミ
ス
を
試
し
た
よ
う
に
彼
は
世
界
主
義
的
立
掛
に
終

始
し
た
の
で
は
な
く
、
国
民
経
済
的
色
彩
を
多
く
有
し
て
み
る
。
叉
第

一
篤
第
十

一
章
「
地
代
論
」
中
銀
の
償
値

の

助

蔓
動
に
關
す
る
皮
的
叙
述
の
如

き
、
更
に
亦
少
さ
き
個
所
個
所

に
於
け
る
史
的
叙
述
は
枚
學
す

る
に
暇
が
な
い
、

例

へ
ば

「
賃
銀
論
」

に
於
て
、

一
国
の
富
、
如
何
に
人
な
る
も
、
其
増
加
の
勢

の
停
止

せ
る
國
で
は
、
賃
銀
は
非

常
に
低
く
、
勢
働
者

の
生
活
猷
態
頗

る
悲
惨
な
る
も
の
あ
る
の
例
誘

ε
し
て
支
那
廣
東
地
方
の
状
況
を
述

べ
、
下

層
氏
が
陸
上
に
宿
る
べ
ざ
難
な
く
、
敷
千

の
家
族

が
漁
船
に
密
集
し
て
生
活

し
、
欧
洲
船
の
通
る
毎
に
其
棄

て
る

腰
物
を
事

っ
て
拾
ひ
上
げ
、
犬
猫
の
屍
禮
さ
え
悦
ん
で
之
を
拾

ふ
ε
云
ふ
が
如
き
、
興
味
あ
る
事
實
を
擧
げ

て
ゐ

有

以
上
の
例
に
よ

っ
て
知
ら

る

、
如
く
、
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
は
抽
象
的
學
理
の
建
設
に
急
で
あ

っ
て
史
實
を
無
視

し
た
の
で
は
な

い
、
否
反
蜀
に
ス
ミ
ス
は
史
實
を
重
ん
じ
て
普
遍
的
断
言
の
提
唱
の
裏
面
に
は
、
之
が
史
的
考
察

を
怠
ら
な
か
っ
た
の
で
、
歴
史
振
経
済
學
者

の
ス
ミ
ス
批
評
の
如
き
は
鯨
り
に
我
田
引
水
的
な
り
ε
云
は
ね
ば
な

ら
の
。

二

.

経
済
學

方
法
論

か
ら
観

た

ス

ミ
ス
評

に
以
上
述

べ
た
三

つ
の
異

っ
た
方
向

が

あ
る
が
、
更

に
今

一
つ
、

ス

ー・、
ス

9)

10)
11)

AdamSmith,WealthofNations,Cannan'sed.Vol1工p.～8440,

AdamS皿ith,Jbid.VolI・p=77-210・

AdamSmith,Ibid.Vol.Ip.7斗.



的
の
自
然
法
的
見
解
に
反
糊
す

る
こ
ご
歴
史
涙

の
姐
一
、
然
か
も
亦
、
歴
更
涯
分
實
謹
賄
方
注
を
厭
儒

填
理
拠

求
の
途
は
厳
密
な
る
論
理

の
分
析

に
あ
ら
す

、
.又
冷
甜
な
る
客
観
的
事
實

の
描
爲
に
も
あ
ら
す
、
科
學
的
推
理
の

彼
岸
に
眞
盟
を
求
む
る
知
的
直
観

の
綜
合
統

一
を
高
調
す
る
所
謂
浪
量
涙
経
済
學
が
あ
る
。

浪
蔓
派
経
済
學

の
代
表
的
學
者
は

ア
ダ
ム
・
ミ
ュ
ラ
ー
(
一
七
七
九
1

↓
八
二
九
)で
あ
る
。
煩
瑣
な
る
思
辮
を

放
れ
、
内
的
経
験

の
事
實

に
直
面
す
る
時
に
の
み
開
か
る
べ
き
眞
理
の
世
界

に
、
論
理

の
峻
厳
を
放
棄
し
て
肉
迫

し
よ
う

ε
す

る
試
み
、
此

試
み
は
哲
學
史
上

シ
.す

ソ
グ
に
よ

っ
て
展
開
せ
ら
れ
た
糠

此
精
神
が
経
済
學
上
に

反
映

し

て
浪

曼
涙
経

済
學

を
簇

生
す

る

に
至

っ
た

の
で
あ

る
。
ア
ダ

ム
・
ミ

ユ
ラ
L
の
思
想

に
人

な

る
影

響
を

與
え

π
の
は

シ
エ
ソ

ソ
グ
の
哲
學

蓬
、

エ
ド

マ
ン
ド
・
パ
ー

ク
の
「
佛

蘭
酉
革
命

の
考
察
」

で
あ

っ
だ
、
後
者

は
常
時

ミ

ュ
ラ
ー

の
友

人
で
め
b
師

で
あ

っ
た

フ
リ
ー
ド
ツ
ッ

ヒ
・
グ

ソ
ツ
に
よ

っ
て
濁
逸

語

に
醗

輝

せ
ら
れ
、
凋
逸

の
思

想
界

に
紹
介

せ
ら
れ
た

の
で
あ

る
が
、

ミ
ュ
ラ
ー
は
此
書

に
よ

っ
て
英

国
流

の
個

人
主
義

的
自

由
主
義

に
謝

す

る

ノ

の

反
械
を
抱
き
彼
自
身

の
有
機
的
綜
合
親
を
築
き
上
げ
た
の
で
あ
る
q

ア
ダ

ム
。
ス
ミ
ス
醤

「
國
↑富
論
』
を
、

か

の
有
名
な

旬

㌔
始
め

て
ゐ
.る
。

『
各
悩
民

の
年

々
の
勢

働

は
本
來
、

そ
の
国
民

に
生

活

の
、
あ
ら

ゆ
る
必
要
品

及
び
便
宜

品

を
供
給
す

る
基

金

で

∵
め
る
。
.そ
し

て
其
基
金

は
常

に
労
働

の
直
接

の
生

産

物

か
ら
成

り
立

つ
か
、
或
は
共
生

産
物

で
他
山
民

か
ら
購
買

論

叢

ス
、、ー
ス
寸」浪
曼
涯
郷
　済
學

第
十
八
巻

〔第
[
號

三
一
七
)

三
.一
七

1八弓nde】band ,Geschichtede,Phil`psophe8Auq,り 【g、S12)So{一503・

13)lngram
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論

叢

ス
ミ
ス
こ
浪
曼
振
縄
済
畢

粥

十
八
巻

(錆

一
.號

三

一
八
)

三

↓
入

勒

す

る
も

の
か
.ら
成

り
立

っ
て
る

る
。

ア
ダ

ム
・
ミ
.ユ
ラ
ー

は
直
ち

に
此

ス

ミ
ス

の
巻

頭
の
旬

に
反
射

し
て
云

ふ
。

フ

ミ
ス
に
よ
れ
ば
國
讐

は
國
氏
の
舞

働

の
物
質
的
生
霧

で
め
る
.
生
産
物
の
物
騰

で
め
る
.差

.
把
掴

し
得

る
こ
ε
が
腰

存
在

の
本
質
的
條
件
で
め
る
、
畏

経
済
上
の
見
地
か
ら
加
餐

る
野
饗

生
欝

で
あ
る

か
孟
問

へ
ば
、

メ

ル
カ
ソ
チ
リ
.ス
ト
は
貨

幣

を
齎

す

も

の
、
帥

ち
生

産
的
勢

働
な

り

ε
答

え
、

フ
ヰ
ジ
ォ

ク

ラ
ー

ト
は
農
耕
に
用
ひ
ら
る
毒

働
之
な
甚

答

え
、
・
ダ

・
・
ス
三

は

]
磐

物
財
を
齎
す
も
の
乏
な
り
奪

え
る

で
あ
ら

う
。
:
…
観

念
上

の
生
産
物
、
国
民

の
最
美

な
、
最
も
尊
敬
す

べ
き
利
盆

、
高
貴

な
精

神
上

の
生
産
物

は

ス
ミ
ス
に
ご

つ
て

は
経
済

上

の
慣
値
は

な

い
、
政
治

家

の
考

え
、

を
れ
は
恐
ら

く
鰍
百
萬

の
現
實

の
貨

幣
々
齎

す

こ
ε
に
な

る

で
あ
ら
う
が
、
文
藝
術
家

の
言
葉
、

そ

れ
は
恐

ら
一
国
扱

の
精

神
を
豊
富

な
ら
し

め
る

,じ

め

ら

う

が
、
然

し
、

ス
ミ
ス
に
ε

つ
て
賎
之
等

の
無

形

砂
も

の
は
経
済

學
上
贋
値

が
な

e
。

…
・
..成

る
程

、
国
富
を

計
算

す
る
際

に
は
・
か

、
る
無
形
の
富
は
讃

す
る
こ
ご
は
困
難
で
あ
ろ
う
、
然
し
冨
の
必
然
膿

件
は
人
間

暴

落

を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
守

れ
ば
、
餐

的
財

の
所
有
少
を

も
精
神
上
の
内
的
歴

を
ぞ

有
せ
、
人
は
富

人

ε
云

っ
て
よ
か
ろ
う
、
目

に
見

え
な

い
勢
働

も
国

富

⑦
評
償

の
際

に
は

大
き
な
重
要

さ
を
有

す

べ
き
で
あ

る
。

国
民
経
済
畢
薗

富
の
譲

の
霊
威

、
國
家
の
牧
入
、
支
出
の
年
々
の
慧

の
詳
細
を
日
的

ε
す

る
な
ら
ば
、

直
ち
に
吾
人

の
心
に
思
ひ
浮
ぶ
は
商
人
の
帳
簿
上
に
於
け
る
日
々
の
貸
借
対
照
表
は
決
し
て
其
商
人
の
財
産
の
正

殿)へdamSmith,11)i⊂1.VolI.pI



「」

■

し
き
標
準
↓
は
な
ら
な
い
こ
ε
で
あ
毒
σ
寧

ろ
、
目
に
見
え
す
計
算
す
る
こ
ε
も
出
来
な
い
が
其
商
人
の
業
扮
の瑚

方
法
、
投
機
的
精

神
が
財

産
の
眞

の
償
値

を
示
す

も

の

で
あ

る
、

国

富
評

債

の
性

質
も

亦
、
之

ε
同

じ
で
あ

る
。
」

斯

く
精

耐
的
富

を
高

調

し
て
、

ス

ミ
ス
の
見
解

が
物

質

的

」
偏
属

せ

る
こ
ε
を
攻
撃

す

る
の
は
恰

か
も

フ
リ
ー

ド
リ

ッ
ヒ
夢
リ

ス
ト
が
、
ス
ミ
ス
が
現
實

の
國
富

を

重
要

現
し

て
、
將
來

之
を

稜
生

、
-増

殖

せ
し

め
る
庭

の
無
形

の

生
産

力
を
顧
慮

せ
な

か
っ
た
事
を
痛

撃

し
た

の
ξ
規
を

一
に
し

て
み

る
。

ラ

ラ

ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
は

分
業

を
以

て
、
一
技
巧

の
増

加
、

二
仕
事

よ
b
仕
事

に
移

る
際

に
浪
費

さ
れ

る
時
間

の
節
約

く

く

動
勢
働
を
容
易

に
具

づ
簡
略

に
し
、

一
人

を

し
て
多
藪

人

の
行

ふ
仕

事
を
爲

さ
し
む

る
機
械

の
獲

明
を
促
す

、
尊

くの
利
益
あ
る

こ
ご
を
述

べ
分
業

が

一
国
生
産

の
隆
盛
を

齎
す

べ
き
最
大

原
因

で
あ

る
こ
ε
を

「
国
富
論
」
巻

頭

の

芒

於
て
聖

華

は
周
知
の
聲

で
あ
る
が
・
ア
ダ
・
・
喜

了

髭

黙
・
蚤

の
意
裏

し
て
・
・
、
で

恥

ス
は
分
業
の
弊
害
を
無
醜
し
、
共
長
所
を
縷

々
数
百
官
を
費
し
て
述
べ
.
唯
市
場

の
廣
狭
に
よ
り
分
業

に
制
限
あ

る
こ
.ε
の
黙
以
外
、
分
業
瀬
歌

の
聲
を
列
ね
て
み
る
、
之
に
劃
し
て

ミ
ユ
、ブ
ー
は
添
ふ
。

、
『
近
頃
、
新

し
い
英
国
の

一
箪
者
は
、
英
国
に
於
け
る
人
.心
の
陥
落
を
告
げ
、
都
市
、
工
場
、
鑛
山

に
密
集
せ

る
下
層
階
級
は
健
全
な

一
農
夫

の
も

つ
掻
く
簡
輩
な
自
然
の
法
的
感
情
を
す
ら
失

っ
て
し
ま
ひ
、
大
犯
罪
は
他
国

で
は
先
づ
特
権
階
級
か
ら
初
ま
る
に
か
、
ら
す
、
英
國
で
は
孕
均
し
て
肚
曾
の
最
下
階
級

か
ら
獲
生
す

る
ε
述

べ
、

て
る
る
、
此

理
由
は
明
白
で
あ
る
、
そ
れ
は
分
業

の
結
果
、
仕
事
が
偏
帰
し
沸
圓
満
な
人
間
性
が
傷
け
ち
れ
、
人

論

叢

ス
ミ
ス
ζ
浪
曼
滋
郵
済

學

、

鎖
十
八
雀

(第

一
號

三

」
九
)

三

」
九

馬

15)
16)

瑠

andlungeD.S.39-42.AdamWiller,AusgewAblteAb}h
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論

叢

ス
ミ
ス
ピ
浪
動
派
纒
濟
學

`

第
+
八
巻

(第
]號

三
二
9

三
二
Q

睨

む
し
で
の
法
的
戚
情
も
、
常
に
分
業

に
従
事
し
て
み
る
人
々
に
は
失
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
、
英
蹴
に
於
て
は
特

権
階
級
は
充
分
の
敏
嚢
を
受
け
て
人
間
生
活

の
企
方
面

に
活
躍
し
、
分
業
の
弊
害
を
被
ら
な
い
か
ら
.
此
階
級
か

ら
、
.
.
重
大
犯
罪
が
.生
ぜ
な
い
の
で
、
.大
陸
譜
國

で
は
之
置
異
b
、
分
業
は
反
封
に
特
権
階
級
、
高

き
階
級
に
行
は

る

、
も
、
下
居
階
級
は
禾
だ
純
粋
で
農
を
樂
み
或
程
度
に
完
全
に
人
間
性
を
享
受

し
て
み
る
、
從
て
重
大
犯
罪
は
.

切

下
層

に
、少
く
上
流
に
多

い
の
で
.あ
る
」
。

斯
く
ミ
ユ
グ
ー
は
分
業

の
弊
害
を
述

べ
來

っ
て

ス
ミ
ス
の
分
業
萬
能
論

に
反
謝
し
て
み
る
。

唱

邑

ア
ダ
ム
。
ス
、・、
ス

は
農
業
に
於
て
は
工
業

に
於
け
る
如
く
分
業
を
密
に
行

ふ
ご
ξ
が
出
來
な

い
ピ
て
唱
工
業
に

・

於
て
は
紡
ぐ
人

ε
織
る
人
定
は
大
抵
別
人
で
あ
る
が
農
業

に
於
て
は
耕
す
人
、
種
蒔
く
人
、
牧
穫
を
す
る
人
は
多

く
の
場
合
同

一
入

で
あ
る
例
を
擧
げ
て
み
る
、
歴
史
涙
の
ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ド
は

ミ
ュ
ラ
ー
の
ス
ミ
ス
批
評
紹
介
の

中
に
、
以
上
の
黙
か
ら
分
業
が
工
業

乖
於
て
最
顯
著
だ
ぜ
す
れ
ば
、
.
ス
ミ
ス
の
所
謂
分
業
謳
歌
論
を
基
礎

ざ
せ
る

「
国
富
論
」
は
英
國

芝
云
ふ
工
業
國
を
眼
目

嬉
し
た
経
済
學
で
あ

っ
て
英
国
の
都
市
的
、
工
業
的
性
質
に
黝
し
て
厭

洲
大
陸
の
諸
国
は
農
業
国
的
色
彩
を
帯
び
て
み
る
か
ら
ス
ミ
ス
の
縄
濟
學
は
必
竟
央
國

一
団
に
の
み
安
富
す

る
も

の
で
他
に
及
ぶ
も
の
て
は
な
い
、
欧
洲
大
陸
諸
国
に
於
て
は
経
済
財

の
交
換
債
値
や
工
業
に
偏
属
し
た
生
産
を
論

著

醤

畢
よ
吻
は
、
虐

ゆ
る
生
肇

の
調
和
し
蔵

民
的
藝

が
必
要
で
あ
っ
ス

個
人
所
有
耀
を
基
讐

19)AdamMul.ler,a.a.0.S・46・47・

. 20)AdamSmi、h,Ib.d.P.7,8・



ノ

鋤

す

る
よ
防
も
国
民

ε
し
て

の
統

一
し
把
所
有
権

を
根

底

に
醗
ぐ
経
済
學

を
欲
す

る

の
で
あ

る
ε
云

っ
て
み

る
。

、、
ア
ダ

ム
。
ス
ミ
、ス

の
個

人
主
義

的
に

し
て

、
同
時

に
方
法
論
上
、
時
間

ご
室
間

ε
を
超

越
し

て
愛
當
す

る
経

済

法

則
を
主

張
す

る
意
味

に
て
の
世

界
主
義

的

だ
る
経
済

學

に
封

し
て
.
国
民

的
立
場

、
鱒
統

的
精
帥

ご
云

つ
陀
個

人
主
義

。
世

界
主
義

の
中
間

に
位
す

る
立
脚
地

か
ら

纒
.濟
學
を

建
設
七

よ
う

ピ
し
て
、
先

づ

ス
ミ
ス
に
饗

し

て
反

旗
を
醗

し
た

の
が

フ
リ
ー
ド
リ

ッ
ヒ
・
リ

ス
ト
及

び
ア

ダ

ム
・
ミ

ュ
ラ

ー

の
特

色

ε
も
云
ふ

べ
き
黙

で
あ
る
。

.

、
.ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
は
自
己
を
最

も
良
く
知

れ
る
も

の
は
自
己

な
る
を
以

て
」
自
由

に
放
任

し
て
各
自

に
競
争

廿
.
し

物

む
る
特

は
、
.利
己
.恥
の
存
す

る
結

果
、
各
自

が
最

も
良

く
富

み
、
斯

く

て
之
等

の
個
人
の
蜜
を
集
合

せ

し
む

る
時
、

国
家

の
富

も
亦
増

加
す

ε
観

π

、

ミ
ュ
ラ
ー
の
自
由

競
争

に
關
す

る
見

解
は
、
各
個

人
が
自
己

の
財
産
を
増

殖
す

る
た
適
に
は
孤

立

し
て
み
て
は
如

何

ご
も

寫
す
術

が

な

い
、
必
ず
や
他

人

ε
交
渉

せ
な
け
れ
ば
な
ら

鎗
、
而

し
て

各
個

人

の
財

産
は
量

に
於

て

の
み
な
ら
す

質

に
於
て

も
相
違

す

る
も

の
で

.
例

へ
ば
農
業

に
徒

事
す

る
人

の
個
人

財
産

ε
工
業

に
秘

事
す

み
人

の
そ
れ

ε
は
質

に
於

て
差

が
あ
る
が
如

く
で

あ
る
、
從

て
個
人
財

産
を
増
殖
す

る
に

は
質

を
異

に
す

る
他
人

の
そ
れ

ε
何
等

か
の
交
渉
關
係

に
入

る
わ
け

で
あ

る
が
、

そ
し
て
其
交

渉
關
係

は
、

ア
ダ

ム
・
ス
ミ

メ

の
親

ゐ
如
く

全
ぐ
各

個
八

の
自
由

で
み

る
が
如
く

で
は

あ

る
が
、
、
實

に
各

個
人

の
財
産
な

る
も

の
は

綜
合

財
産

、
例

へ
ば
国
家

の
財
産

、
国
富

の
.
一
部
分

ご
し

て
の
み
意
義

が
あ

る
の
で
、
個

々
に
凋

立

し
た
私
有
財

産
権

な

る
も

の
は
抽
象
的
産
物

で
あ
り
無
意
味

で
あ

る
、
凋

立

せ

る
個

人
財
産

が
集
合

し

て
國
冨
を
形
成
す

る
の

論

叢

ス
ミ
ス
ピ
涙
曼
派
纒
濟
學

第
十
八
巻

〔第
一
號

三
一=

)

三
二
由
.

21)Hildebrand,a.ε!.0.S.43.44.

22)AdamSmiしh,Ibid.p.,6
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論

叢

ス
ミ
ス
ミ
浪
曼
涯
繧
濟
學

第
+
八
巻

【第

}
號

三
二
二
)

三
二
ニ

で
は
な
く
、
國
冨

の

一
部

分

ε
し
て
個
人
財
産

が
初

め
て
存

在

の
意
義

を
有

す

る

の
で
あ
る
。

從

て
自
由
競
争

な

る
も

の
も
國
家

の
見
地

か
ら

し
て
何

等
紙
燭

せ
ざ

る
も

の

、
み

、
或
は

国
家

の
見
地
を
認

め
て
初

め
て
成

立
す

る

自
由
競
争

の
み
、
眞

の
自
由

な

の
で
あ

っ
て
、
濁

立

せ

る
各

個
人

の
任
意

の
行
動
は
眞

の
自
由

ぜ
は
云

ひ
得
な

い

幼

`
云

ふ
.に
あ

る
〇

四

フ
ヰ

ヒ
・ブ
の
知
識

學
は
自
我

の
獲
展
を
中

心
思
想

ご
す

る
、
我
は
我
な
ら

、
或

は

〉
口
〉
は
創
造

の
活

動

そ
の

も

の
が
被
創
造
物

ε
な

る
こ
蓬
を

云
ふ
、
換
言
す

れ
ば

、
動
的

な

る
當

爲
が
静

的
な

る
{行
在
を
創

る
過
程

に
我

の

獲
展

が
み
る
、
創

る
も

の
即
ち
創
ら

れ
た
る
も

の
ε
云

ふ
我

の
殿
展

に
封
立
す

る
も

の
は
非

我

峯
。耳

諺
で

め

つ

て
此

我

`
非

我
は
叉

}
歩

高
き
立
場

に
於
て
綜

合

さ

れ
、
更

に
人
な

る
我

が
律

せ
ら

れ

る

フ
ヰ

ド
ラ
の
知
識

學

に
.於

て
は
、
乍
然

、
不
幸

に
も
非

我
は
更

に
人
な

る
我

に
達
す

べ
き
手
段

た
る
に
過
ぎ
な

い
。

シ

ェ
リ

ン
グ
は
此

非

我
、
即
ち
我

に
樹

立
す

る
自
然

が

フ
ヰ

ヒ
プ
に
あ

っ
て
不
當

に
蔑

覗

さ
れ

て
る

る
の
に
不
服

を
感

じ

て
先

づ
自

然
哲

學
を
建
設

し
、
之

に
謝

し
て
我
を
誘

く
先
験
観

念
論

を
述

べ
、
此
両
者

を
最

後
に
統

一
し

て
融

一
哲
學

崔
6
早

葺
μ冨
替
ま
㎝o
「
三
〇
を
築

き
上
げ
た
。

彼

に
あ

っ
て
は
先
験

観
念

論

ε
自
然
哲
學

ε
は
同

一
の
楯

の
表
裏

を
な
す

も

の
で
互

に
濁

立

の
原
理

を
有
し

な
が
ら
融
合
す

る
も

の
で
あ

る
、
要
す

る
に

フ
ヰ

ヒ
プ

に
あ

っ
て
輕

覗

さ
れ

た
自

　

、然

の
中
に
我
の
姿
を
眺
め
る
自
然
哲
學

の
渦
程
が
高
調
さ
れ
た
黙
に

シ
エ
ワ
ソ
グ
の
哲
學
史
上
の
地
位
が
存
す
ち

zりAd乱mM削ler,3.0.S.34-39.

り



、
.

ラ

も

ぬ

の
で
め
る
。

r

、

.

我

ε
非
我

ε
が
棚

立

し
た
資
尋

の
地

位
を
保
ち

つ

、
融

合

せ
ら

る

、

シ
ェ
リ

ン
グ

の
哲
學

が

ミ
ュ
ラ

ー
に
最

も

人
な

る
影
響
を
與

え
だ

の
は
後
者

の
國
家
謝

で
あ

る
。

ア
ダ

ム
.
ス
.・、
ス
は

個
人

及

び
其
所
有

せ
る
富

の
算

術
的
絡
計
を

以

て
国
家
及

び
國
寓

ざ
解

し
た
所
謂

〉
δ
口
〒

尻
目
島

的

思
想
家

で
あ

っ
た

が

ミ
ユ

「
i
は

之
に
反
勤

し
て
国
家
、

国
民
脛

濟
を
以

て
有
機

的
全
膿

ε
考

え
、
国

家

以
外

に
存
す

る
人
間

は
眞

の
人
間

で
は
な

い
、
國
家

の
統

↓
の
下

に
入

っ
た
人
間

の
み
眞

の
人
間

で
あ

っ
て
、

富

ε
云

ふ
観
念
も
亦

、
国

家
以

外

に
濁

立
し

て
み

る
時
は

躍

に
無
意

味

の
存

在

で
め

っ
て
、
國
富

の

】
部
分

ご
し

て
國
家

の
範
園
内

に
於

て
、
国
家

に
よ

っ
て
存

在

を
保
讃

せ
ら

れ
て

初

め
て
眞

の
富

た
b
得

る
の
で

あ

る

ε

云

ふ
.

人

ε
富

ご
は

国
家
的
統

一
の
下

に
初

め
て
眞

の
意
義

を
獲

得
す

る
も

の
で
、

所

謂

く
。
δ
昌は

紆

δ
蕩

ど

く
oご
彗
σ
σq
Φ駄

目
¢
ε
は

分
た
る

べ
く
、
剛三
驚
卑

匹
0
8
霧

ざ

冒
鼠
掃
け
σq
9
騨
巴
ゆ

ご
は
分
た

る

べ
き
も

の
で
あ

る
。

ア
ダ

ム'.
ス
ー・、
ス

の
勢
働

の
観

念
も
亦
国
民

生
活

塗
膜
を

一
つ
の
大

な

る
勢
働

ε
観

じ
、
其

一
部

分
を
構
成
す

る

も

の
こ
見

る
時

に
初

め
て
眞

ε
な

る
。

ス
ミ
ス
に
於

て
は

「
国

富
論

」
を
通

じ

て
、
特

に
消
費

に
關

し

て
述

べ
.て
・

居
ら

な

い
が
、
之

は
不
完
全

で
あ

っ
て
、
生
産

ε
消
費

ε
は
同

「
物

の
両
面

で
他
方
な

《
し
て
、

一
方
は
意
義

を

有

せ
な

い
、
生
産
を
力

説
し
て
清
費
を
輕

覗
す

る
は
偏

局
的

た
ら

ε

の
畿

を
冤

れ
な

い
ε

ミ
ュ
ラ
ー
は
云

っ
て
ゐ

瑚
む
.。
要
す

る
に

ミ

ュ
ラ
ー
は
国
家
を
以

て

「
そ
れ
自

ら

生
命

を
有

し
活
動
す

る
有
機
的

全
膿

で
、
其

内

部

に

於

論

叢

ス
ー、、
ス
ぐ、浪
墨
菰
脛
濟
學
一

「

第
十
八
巻

〔第

}
號

三
二
三
)

三
二
一二

24)Wide】ba.nd ,Geschichteder【1elierenPhi1Dsopllie,B1II.7u8Au且,1922.
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論

叢

ス
ミ
ス
ぐ」
浪
蔓
派
饗

學

第
十
八
巻

(第

一
號

三
二
四
)

一二
二
四

て
、
国
民

の
物
質
的
.
精
神
的
欲
望
、
物
質
的
、
精
神
的
國
富
、
国
民
の
内
的
、
外
的
生
活

の
総
騰

が
統

一
さ
れ

て
を

も
の
劉

解
し
・
原
子
論
的
見
解

暑

し
,
塾

哲
學

の
霧

を
述

べ
て
ゐ
・
。
一

∵
.

五
.

-

嬰

ム
●
ス
ニ

の
纂

強

所
謂
金
園
論
者
の
そ
れ
で
あ
る
蚤

・
塑

盲

あ

貨
瞥

關
す
・
見
解
・

鯨
程
、
.浪
曼
的
で
あ
る
、
肚
會

の
各
個
人
は
互
に
交
渉
せ
ね
ば
な
ら
濾
が
、
此
際

、
偵
値
を
測
定
し
、
交
換
を
媒

介
す

る
の
任
務
を
霊
く
す
も
の
は
総
て
貨
幣
で
あ

っ
て
、
其
貴
賓
が
貴
金
厩
で
め
る
ε
、
他

の
貨
物
で
あ
る
蓬
.を

問
は
な
い
、
否

「
歩
進

め
て
考

え
る
ビ
、
此
任
務
を
果
す
限
り
人
聞

そ
の
も

の
も
亦
貨
幣
で
あ
る
。
外
國
貿
易
上

使
用
さ
る

、
貴
金
騰
貨
幣
は
、
其
流
通
上
か
ら
見
て
世
界
的
で
あ
る
に
謝
し
て
紙
幣
は
國
内
的
で
あ
る
、
恰
か
も

世
界
語

に
謝

し
て
、
其
國

に
の
み
通
用
す

る
言
語
の
如
く
で
あ
る
、
從

て
紙
幣
の
特
徴
は
国
民
を
し
て
、
其
国
家

に

一
層
緊
密

に
關
保
せ
し
め
、
国
家

の
利
益
ε
國
昂
の
利
益
ε
を
連
絡
せ
し
む
る
に
あ
る
、
英
国
風
の
世
界
市
場

鋤

的
観
念
に
甥
し
て
国
家
主
義
を
鼓
吹
す
る
に
あ
づ
か
っ
て
力
が
あ
る
。
「
金
旙
貨
幣

の
流
通
は
自
然
的
で
あ
る
が
、

紙
幣
の
流
通
は
人
工
的
で
あ
る
・:
…
各
国
共
に
紙
幣
は
既
に
存
在
し
て
み
る
か
ら
。
之
以
上
に
増
加
す

る
必
要
は

励

な

い
が
.
既
存

の
も

の
を
更

に
活

用
し

、
其

流

通
を

活

溌
電
ら

し
め
る
事

が
、
国
家
経
済
上
緊

要
事

で
あ

る
」

こ
云

っ
て
み

る
。

ミ

ュ「
ラ
ー
が
紙
幣

を
以

て
国
家
主
義

鼓

吹

の
手
段

ε
解
し
セ

の
は
甚

だ
奇
抜

な
威
を

與
え

る
。
.、

更

に

ア
ダ

ム
・
ミ

ュ
ーフ
ー
の
金

融

に
關
す

る
見

解

に
就

て
は
懊
國

に
封
ず

る
国

立
銀
行

設
立
案

の

提

唱

が

あ

26)
27,
28)
29),

AamMiller,aa,O,S.g.

AdamSmi,h,]bid.P・z4-31・
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'
.



る
。
貨
幣
が
昔
、
私
人
の
事
務
で
國
家

の
關
保
す

る
事
項
で
な
か
っ
た
時
に
は
、
事
實
上
貨
幣
無
く
こ
も
各
人
の

欲
望
は
充

さ
れ
て
行

さ
、
貨
幣
は
、
あ
れ
ば
便
宜

ε
云
ふ
程
度
で
め

っ
π
、
然
る
に
十
六
世
紀
末
に
貴
金
風

の
産
額

が
急
激

に
増
加
し
、
祉
會

の
進
歩
ε
俘

っ
て
、
貨
幣
は
遂
に
国
家
の
創
造
す
る
庭

ε
な

っ
た
.
藪
に
於

て
、
以
前

は
貨
幣

の
問
題
ε
云

へ
ば
貨
幣
量
の
大
小
ε
云
ふ
こ
ピ
で
あ
っ
捉
の
が
、
貨
幣
流
通
状
態

の
健
全
な
ら
や
否
や
ε

云
ふ
に
愛
化
し
て
來
た
、
貨
幣

の
獲
達

ε
共

に
、
ベ

ニ
ス
、
ぜ
/
ア
、
倫
敦
、
漢
堅
、
等
に
金
融

の
便
を
圖
る
大

銀
行
が
設
立

き
る

、
に
至

っ
た
が
本
來
、
人
間

の
櫃
内
の
構
造
は
、
生
理
學
者

に
云
は
す

`
.

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
蓄

積

ε
疏
通
こ
の
二
つ
の
作
用
に
適
す
る
よ
う
に
出
來
て
る
る
、
此
現
象
は
貨
幣

に
就
て
も
云
ひ
得

ら

る

、
も
の

で
、
銀
行
は

一
面
に
於
て
貨
幣

の
預
入
、
即
ち
預
金
銀
行

ε
し

濫
の
作
用

ε
世
間
に
流
通

せ
し
む
る
所
謂
獲
券
銀

行

ご
し
て
の
作
用

ご
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
.
貴
金
船
貨
幣

の
み
で
は

↓
般
人
の
経
済
的
活
動

に
俘

ふ
貨
幣

の
需

要
を
充
す
こ
ご
が
出
来
な
く
な
り
、
且

つ
叉
、
欧
洲
に
入
b
来
る
貴
金
風
の
年
々
歳
々
の
額
は
永
久
に
織
綾
す
る

見
込
が
確
立
し
て
み
る
鐸
で
は
な

い
か
ら
當
然
紙
幣
を
獲
行
し
て
之
が
不
足
を
補
は
ね
ば
な
ら

隔
、
強
制
通
用
力

を
有
す
る
紙
幣

の
獲
行

ε
云
ふ
事
務

ε
預
金

銀
行
だ
る
作
用

ご
は
、
人
艦
分
構
造
に
於
て
二

つ
の
作
用

が
統

一
さ

る

、
如
く
、
本
来
、
銀
行

に
於
て
統

一
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
濾
、
此
二

っ
の
作
用
の
統

」
は
国
立
銀
行
の
設
置
に

よ
っ
て
完
全
に
行
は
れ
る
、
銀
行
が
何
れ
か

一
つ
、の
業
務
に
の
み
偏
す
る
の
は
完
全
ε
は
云

へ
な

い
、
国
家
的
統

↓

の
立
場

か
ら
両
作
用
を
兼
ね
た
銀
行
を
設
立
す
る
を
要
す

る
℃
云

っ
て
み
る
。
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λ
ミ
ス
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論

叢

ス
ミ

ス
こ
浪
曼
涯
繹
濟
皐

第

十
八
巻

ρ第

一
號

三
二
六
へ

三
二
六

㌔

ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス

は

κ
産

の
要
素

を
、
衣

明
耐
會
即

ち
、
土
地

の
私
有

,
資
本

の
蓄
積

あ
る
肚

會

L
於

て
は

、

土
地

、
資
本

、
勢
働

の
三
者

な
b

ざ
し

一
つ
の
商
品

の
償
格
は
此
三
者

に
分
解

し
蹄
属

せ
し
泌
ら

る

べ
き
も

の
窪

し
た
。

そ
し

て
資

本

は
横
議

に
於

て
は
、
牧

人
を

獲
生
す

べ
き
所
謂

挾
義

の
資
本

ε
、
所

有
者
自

ら
生

計
を
維
持

す

る
に
使
用
す

る
部
分
ご

の
術

者
を
含

め
て
居
b
、
狭
義

の
資

本
は
更

に
之

を
絶

え
ず

循
環

、
流
通
せ

し
む

6
に

よ

っ
て
牧

人
を
獲
生
す

る
所

謂
流
通
資
本

ε
、
主

人
を
製

す

る
こ
ε
な

(
、
榑

々
流
通

せ
す

し
て
収
入
を
生
ず

る

鋤

所
謂

固
定
資

本

ε
の
二

つ
に
分
類

し
て

み
る
,

ア
ダ

ム
・
ミ

ユ
ラ
■

は
之

に
封

し
て
生
産
要
素

己
し

て
、
土
地

、
勢
働

、
精

叫
的
資
本
、
物
質

的
資

本
、
の
四
を
擧

げ
、
土
地
は
自
然

法
則
に

よ

っ
て
生

産
を
制
限
す

る
作

用

を
有
す

る
ε
、持
継
性

を
有
す

る
を
特
徴

ε
し
、勢
働

は

非
持
網
的

で
、
両
種

の
資

本
は

、過
去

の
生
産
物
を
代
表

す

る
ε
共

に
、
持

続
的

で

あ
b
、
又

一
面

か
ら
は
非
持
続
的

で
も

め
る
ε
云

ふ
特
徴
を

も

つ
て
み
る
ε
云

ふ
。

ミ

ュ
ラ

ー
は

ス
ミ
ス
の
物
質
的
資

職
親

に
反

勤

し
て
資
本

に
も

精

神
的
資
本

の
存

在
す
る
事
を
述

べ
た

の
は
彼

の
蚕
龍

系
た

る
浪
蔓
釣
縄
濟

學

の

「
片
鱗

ε
云

ひ
得

る
ε
思

ふ
。

ミ

ュ
ラ

ー
は

又
産

業

ξ
幸
輻

ぜ

の
關

係

に
就

て
も
産
業

の
獲
達

、
利
益

の
獲

得
は
物
質
的

、
計

数
的
測
定

を
以

て

断
ず

べ
き
も

の
で
な
く

.
組
織
的

全
能

ざ
し

て

の
生
命

そ

の
も

の
ざ
の
關
係

か
ら
判
断
す

べ
き

こ
ε
を
主

張

し
て

み
る
。
藪

に
も
浪
曼
的
糟
…碑
の
表

現
を
見
得

る
。

31)
52)

83)

Ad油1Smit1・,Ibid.P.52.

AdamSmi・1、Ibid.P,26卜262.

AdaLnWIしil1で 二r,a,4.0.S,42-45.



六

フ
リ

ー
ド

リ
ッ

ヒ
・
リ

ス
ト
が

ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
を
駁

し
た
黙

、
即

ち

ス
ミ
ス
の
個
人
主

義

ε
世
界
主
義

ざ

に
封

し

て
、
此

の
中
間

の
国
家
主
義

を
高

調

し
.
傳
統
的
精

紳

の
愈
敬
す

べ
き
を
脱

い
だ
黙

に
於
て
は

ミ
ュ
ラ
ー

の
ス

、、、
ス
評

ご
合
致

し
て

み
る
。
唯

、・、
ユ
ラ
ー
は

リ

ス
ト

の
實

醗
射
精

榊
に
賛
成

ぜ
な

い
で
、
却

て
浪
曼
的

な

る
融
合

哲
學

の
背

景

の
中

に
、彼

自
身

の
経

済
學

を
建

設
し
よ

う

ご
し
た
黙

に
於

て
異

る
、歴
史

涙
脛

儕
輩
者

の

一
人
た

る

ヒ
ル
デ
プ

ラ

ン
ド
が
ア
ダ

ム
・
ミ

ュ
ラ
ー

の
學
説

の
歓

黙

は
歴
史
的

事
實

の
研
究

に
無
闕
…心

で
あ

っ
た

事

に
あ

る

鋤

ξ
評

し
て
み
る
が
、
ミ

ュ
ラ

ー
が
實

謹
的
精
神

を
排

し

た
黙

に
彼

の
個
性

の
卓

越

さ
が
因

め

い
て
る
る
の

で
あ
る
。

要
す

る
に

、・、
ユ
ラ
ー
が

ス
ミ

ス
の
峡
黙
々
.
り

ご
し
た
條

項

を
列
製
す

る
ε
次

の
如

く
で
あ

る
。

↑

ス
ミ
ス
は
経

済
生
活

の
理
念

ε
し
て

の
精
神
的
方

面

を
無
視

し
、
始
り

に
物
質
的
見
解

に
捉
は

れ

た

る

こ

ご
。

ス
、・、
ス
は
常

に
物
財

の
交

換
償
値

を
目
標

ε
し
て

み
る
が

、
人
性

の
最

高
本
質

か
ら
見

れ
ば
交
換

債
値

は
躍

に
手
段

て
し

て
の
重
要

さ
を
有
す

る
だ
け

で
、
之
を
以

て
人
生

の
幸

幅
、
安
寧
を
圖

る
経
済

學

の
全
局

を
説
明

せ

ん
ご
す

る
は
過
誤

な

る
こ
ε
。

.
'

.

、

うに

ス
ミ
ス
の
経

済
學

は
常
時

の
英

国
を
目
標

ご
す

る
も

の
で
、
他

の
諸
岡

に
嘗

て
簸
ま
ら

な

い
こ
ε
。
常
時

の

英
国
は
工
業
国

ご
し

て
其

特
徴

を
獲

揮
し
て

み
る
の
で
あ

る
か
ら
、
英
国

の
國

富
を
増

進

せ
し
む

べ
き
方
法

`
し

て
分
業
を
力
説
す

る
も
農
業
囲

た

る
他

の
諸
因
は
比

論

を
、

そ

の
儘

受
容
れ
難

い
こ
ξ
。

論

叢

ス
ミ
ス
ぴ、漠
蛇
涯
纒
洲
學

第
十
入
谷

(第
一
號

三
二
七
)

三
二
士
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論

叢

ス
ミ
ス
ピ
浪
曼
涯
縄
濟
撃

第
十
八
巻

〔第

一
號

三
二
入
)

三
二
八.

.ヨ

ス
ミ

ス
の
経

済
畢
は
抽
象

的
に
走

る
こ
蓬
。
例

へ
ば

ス
ミ
ス
が
市
場

償
格

の
外

に
、
理
論

上
斯

く
あ
ら

ざ

る

鋤

く

痩

か
ら

ざ
る
眞
實

な
る
領
格
を
読

一
が
如

ズ

、
蝕

り
に
抽

象
的
、
理
論
的

に
な
り

π
る
.ぎ

。

四

ス
ー
ス
は
量
的
関
係
を
重
要
説
過
ぎ
た
る
こ
ξ
。
国
民
経
済

の
健
全
な
独
達
厭
.生
産
物
の
量
の
人
な
る
こ
ざ

く
に
依
存

せ
な

い
。
狸
了
ろ
生
産
物

ど
欲
望
ε
が
正
常
な
る
關
…係
に
あ
る
こ
ε
が
大
切
で
み
る
。
生
産
過
剰
は
却

て
鱒

恥
昏
濟
を
害
す
る
に
至
る
象

な
ら
す
、
斯
一
量
的
に
観
察
す

る
こ
ε
は
償
旗
を
貨
幣
量
に
て
表
現
す

る
こ
ε

、

な

b
人
聞
性

の
没

却

ε
な

る

こ
`
。

、
.凶

鯨
り
に
機

械
化
す

る
こ
ご
、
自

然
法
的
見
解

に
支

配

さ
れ

て
痴
る
こ
ε
、
世
界
主
義

に
堕

せ
る
こ
ε
、
理
智

.

ぐ

　霊

的
分
析

的

に
過
ぎ

て
、
渾

然
た

る
融
合
統

一
に
鉄

け

る
こ
ε
、
等
。

二
學
問
は
反
野
説

を
検

討

し
行
く

こ
ε

に
依

て
自
ら
を

深

め
て
行
く
、
此
庭

に

ア
ダ

ム
・
ス
～
ス
に
反
射

の
立
場

に

あ
る
浪
曼
振
縄
濟

學

の
代
表
的
畢
番

ア
ダ

ム
・
ミ

ュ
ラ

ー
の
學

説

の
要
領
を
塞
・げ

、
ス
ミ

ス
の
學
説

ε
対

比

し
た

の

は
故
意

に

ス
ミ
ス
を
傷

け

ん
ε
す

る
た

め
で
は
な

い
、
唯
経
済

學
史
上

の

一
事
實

`
し
て
、

ス

ーヘ
ス
経

濟
畢

に
謝

し
て
斯
く

の
如

き
親
方
む

あ

る
こ
ε
を
示

し
た

の
で

め

る
。

ス

ミ

ス
の
後
進

に
垂

れ
た
る
學
恩
は
偉
大

で
あ

る
、

傑
人

な

な
も

の
に
ば
反
…対
論

も
亦
、
.集
中

ざ
れ
る
。

呪

ん
や
論
争
.心
に
富

め
る
猫
逸

の
學

者
が
乏

に
激
蜀
す

乃
に

於

て
お
や
で

あ
る
、
反
封

論
者
は
果
し

て

ス
ミ
メ
の
學

説
を
味
讃

し
だ

の
で
あ
ら

う

か
、
唯
皮
相
を
追

ふ
て
る
る

に
過
ぎ

弧

の
で
は

な

か
ら

う

か
㌔
私
は

此
等

の
画
定

を
差

し
控

え
て
、
唯
反
樹
論

の

一
典
型

ε

し
て
浪
曼
派
脛
濟

學
を
提
示
す

る

に
止

め
て
置

く
。
.
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